
号

令和 6 年 10 月 3 日

殿

　学長　　今　野　　弘　之

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

浜松医科大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人浜松医科大学

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和　　年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒431-3192　静岡県浜松市中央区半田山一丁目20番1号

　国立大学法人浜松医科大学　学長　今野弘之

　浜松医科大学医学部附属病院

〒431-3192　静岡県浜松市中央区半田山一丁目20番1号

電話（　053　）　435　－　2111　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

浜医大医第４

（様式第10）



（2）外科

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

形成外科

病理診断科 小児外科

循環器科 神経科 心臓血管外科 リハビリテーション科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載
すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支
えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

0 576 613

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

（単位：床）37 0 0



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

433 99 463.1 36 0

8 1 8.2 29 75

48 0 48 16 0

0 1 0.3 5 0

45 3 47 0 0

769 42 798.7 26 8

1 3 3 0 48

4 0 4 0 195

12 1 13.5 48 14

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 4 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

助産師

看護師 医療社会事業従事者臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

64

38

10

30

8

7

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医

8

14

17

10

20

29

280

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　松山 幸弘　　　　　　　） 任命年月日

産婦人科専門医 21

合計

4

・平成26年4月1日から平成28年3月31日まで　医療安全管理室長（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当副病院長）
・平成28年4月1日から平成30年3月31日まで　医療安全管理委員会委員長（病院長）
・令和2年4月1日より医療安全管理委員会委員長（病院長）に就任
・令和4年4月1日より医療安全管理委員会委員長（病院長）に再任

歯科等以外 歯科等 合計

１日当たり平均入院患者数 6.8

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

475.4

1413.2

18

71.9

482.2

1485.1

811.5

135.5

5

314

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数



10　施設の構造設備

12 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

413.17 ㎡ （主な設備）

174.7 ㎡ （主な設備）

177.1 ㎡ （主な設備）

46 ㎡ （主な設備）

541.3 ㎡ （主な設備）

195 ㎡ 室数 室 人

61.2 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

有

有

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

浜松医科大学医学部附属病院ホームページにて公表
https://www.hama-med.ac.jp/hos/about-us/iryouannzennkansa.html

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

左右田　泰丈 曹洞宗　瑞生寺

大磯　義一郎 浜松医科大学
法律に関する識見を有
する者

1

利害
関係

医療を受ける者 2

坪佐　恭宏 静岡県立静岡がんセンター
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

小島　崇宏 大阪Ａ＆Ｍ法律事務所
法律に関する識見を有
する者

1

委員の要件
該当状況

熊田　恵介 岐阜大学医学部附属病院
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
254.2 鉄骨鉄筋コンク

リート
人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

共用する室名

鉄骨鉄筋コンクリート

鉄骨鉄筋コンクリート

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄骨鉄筋コンクリート

有

床面積

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

図書室

316.5

2

鉄骨鉄筋コンクリート

鉄骨鉄筋コンクリート

床面積

鉄骨鉄筋コンクリート

鉄骨鉄筋コンクリート

21

生化学・免疫全自動分析装置・全自動血液検査システム

収容定員

蔵書数

100

9950

病床数 24

自動細菌同定感受性装置・自動血液培養装置

算出
根拠

自動固定包理装置・パラフィン包理ブロック作成装置・ミクロトーム

排水滅菌システム・固定液作成装置・解剖台

臨床情報検索データベースシステム

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 102.6 逆紹介率 70.9

2

14,584

12,167

3,008

17,153

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

1



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0人

0人

1

1人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

1

1人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 3 167 マルファン症候群 6
2 筋萎縮性側索硬化症 16 168 エーラス・ダンロス症候群 1
3 脊髄性筋萎縮症 2 169 メンケス病 0
4 原発性側索硬化症 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
5 進行性核上性麻痺 11 171 ウィルソン病 0
6 パーキンソン病 157 172 低ホスファターゼ症 2
7 大脳皮質基底核変性症 0 173 VATER症候群 0
8 ハンチントン病 0 174 那須・ハコラ病 0
9 神経有棘赤血球症 0 175 ウィーバー症候群 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 0 176 コフィン・ローリー症候群 0

11 重症筋無力症 39 177
ジューベル症候群関連疾患　　【旧：有馬症

候群】
0

12 先天性筋無力症候群 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 46 179 ウィリアムズ症候群 0

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
10 180 ＡＴＲ-X症候群 0

15 封入体筋炎 1 181 クルーゾン症候群 0
16 クロウ・深瀬症候群 0 182 アペール症候群 0
17 多系統萎縮症 22 183 ファイファー症候群 0
18 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く。） 33 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
19 ライソゾーム病 5 185 コフィン・シリス症候群 0
20 副腎白質ジストロフィー 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
21 ミトコンドリア病 5 187 歌舞伎症候群 1
22 もやもや病 10 188 多脾症候群 0
23 プリオン病 0 189 無脾症候群 1
24 亜急性硬化性全脳炎 0 190 鰓耳腎症候群 1
25 進行性多巣性白質脳症 1 191 ウィルナー症候群 0
26 ＨＴＬ-１関連脊髄症 0 192 コケイン症候群 0
27 特発性基底核石灰症 0 193 プラダー・ウィリ症候群 3
28 全身性アミロイドーシス 37 194 ソトス症候群 0
29 ウルリッヒ病 0 195 ヌーナン症候群 0
30 遠位型ミオパチー 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
31 ベスレムミオパチー 1 197 １p３６欠失症候群 0
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 198 ４ｐ欠失症候群 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
34 神経線維腫症 23 200 第１４番染色体父親性ダイソミー症候群 0
35 天疱瘡 19 201 アンジェルマン症候群 0
36 表皮水疱症 0 202 スミス・マギニス症候群 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 14 203 ２２q１１．２欠失症候群 0
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 204 エマヌエル症候群 0
39 中毒性表皮壊死症 0 205 脆弱X症候群関連疾患 0
40 高安動脈炎 16 206 脆弱X症候群 0
41 巨細胞性動脈炎 7 207 総動脈幹遺残症 0
42 結節性多発動脈炎 10 208 修正大血管転位症 0
43 顕微鏡的多発血管炎 25 209 完全大血管転位症 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 18 210 単心室症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 14 211 左心低形成症候群 0
46 悪性関節リウマチ 12 212 三尖弁閉鎖症 0
47 バージャー病 3 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 7 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0
49 全身性エリテマトーデス 185 215 ファロー四徴症 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 110 216 両大血管右室起始症 0
51 全身性強皮症 59 217 エプスタイン病 0
52 混合性結合組織病 23 218 アルポート症候群 1
53 シェーグレン症候群 33 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
54 成人スチル病 10 220 急速進行性糸球体腎炎 0
55 再発性多発軟骨炎 4 221 抗糸球体基底膜腎炎 0
56 ベーチェット病 44 222 一次性ネフローゼ症候群 37
57 特発性拡張型心筋症 45 223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0
58 肥大型心筋症 30 224 紫斑病性腎炎 7
59 拘束型心筋症 0 225 先天性腎性尿崩症 0
60 再生不良性貧血 16 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3
61 自己免疫性溶血性貧血 3 227 オスラー病 1
62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2 228 閉塞性細気管支炎 0
63 特発性血小板減少性紫斑病 31 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



64 血栓性血小板減少性紫斑病 3 230 肺胞低換気症候群 0
65 原発性免疫不全症候群 5 231 α1-アンチトリプシン欠乏症 0
66 lgA腎症 39 232 カーニー複合 0
67 多発性嚢胞腎 32 233 ウォルフラム症候群 0

68 黄色靱帯骨化症 19 234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0

69 後縦靱帯骨化症 94 235 副甲状腺機能低下症 1
70 広範脊柱管狭窄症 3 236 偽性副甲状腺機能低下症 0
71 特発性大腿骨頭壊死症 72 237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0
72 下垂体性ＡＤＨ分泌異常症 16 238 ビタミンD抵抗性くる病／骨軟化症 7
73 下垂体性ＴＳＨ分泌亢進症 2 239 ビタミンD依存性くる病／骨軟化症 0
74 下垂体性ＰＲＬ分泌亢進症 22 240 フェニルケトン尿症 0
75 クッシング病 13 241 高チロシン血症１型 0
76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0 242 高チロシン血症２型 0
77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 45 243 高チロシン血症３型 0
78 下垂体前葉機能低下症 145 244 メープルシロップ尿症 0

79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0 245 プロピオン酸血症 0

80 甲状腺ホルモン不応症 1 246 メチルマロン酸血症 0
81 先天性副腎皮質酵素欠損症 3 247 イソ吉草酸欠症 0
82 先天性副腎低形成症 0 248 グルコーストランスポーター１欠損症 0
83 アジソン病 0 249 グルタル酸血症１型 0
84 サルコイドーシス 75 250 グルタル酸血症２型 0
85 特発性間質性肺炎 102 251 尿素サイクル異常症 1
86 肺動脈性肺高血圧症 23 252 リジン尿性蛋白不耐症 0
87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1 253 先天性葉酸吸収不全 0
88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 39 254 ポルフィリン症 0
89 リンパ脈管筋腫症 2 255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0
90 網膜色素変性症 20 256 筋型糖原病 0
91 バッド・キアリ症候群 0 257 肝型糖原病 1

92 特発性門脈圧亢進症 0 258
ガラクトース-1-リン酸ウリジルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

93 原発性胆汁性胆管炎 21 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

94 原発性硬化性胆管炎 5 260 シトステロール血症 0
95 自己免疫性肝炎 14 261 タンジール病 0
96 クローン病 211 262 原発性高カイロミクロン血症 0
97 潰瘍性大腸炎 263 263 脳腱黄色腫症 0
98 好酸球性消化管疾患 4 264 無βリポタンパク血症 0
99 慢性特発性偽性腸閉塞症 2 265 脂肪萎縮症 1
100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0 266 家族性地中海熱 5
101 腸管神経節細胞僅少症 0 267 高lgD症候群 0
102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0 268 中條・西村症候群 0

103 ＣＦＣ症候群 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

104 コステロ症候群 0 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
105 チャージ症候群 0 271 強直性脊椎炎 8
106 クリオピリン関連周期熱症候群 1 272 進行性骨化性線維異形成症 0

107
若年性特発性関節炎　　【旧：全身型若年

性特発性関節炎】
1 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0

108 TNF受容体関連周期性症候群 0 274 骨形成不全症 0
109 非典型溶血性尿毒症症候群 0 275 タナトフォリック骨異形性症 0
110 ブラウ症候群 0 276 軟骨無形成症 3
111 先天性ミオパチー 3 277 リンパ菅腫症／ゴーハム病 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

113 筋ジストロフィー 12 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

114 非ジストロフィー性ミオトニ症候群 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1

115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 281 クリッペル・トレノネー・ウェバー症候群 1
116 アトピー性脊髄炎 1 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
117 脊髄空洞症 1 283 後天性赤芽球癆 1
118 脊髄髄膜瘤 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
119 アイザックス症候群 0 285 ファンコニ貧血 0
120 遺伝性ジストニア 1 286 遺伝性鉄芽救性貧血 0
121 神経フェリチン症 0 287 エプスタイン症候群 0

122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症（自己免
疫性後天性凝固第Ｘ因子欠乏症）

1

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣勢

性白質脳症
0 289 クロンカイト・カナダ症候群 1



124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 291

ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸
型）

0

126 ペリー症候群 0 292 総排泄腔外反症 0
127 前頭側頭葉変性症 0 293 総排泄腔遺残 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
130 先天性無痛無汗症 1 296 胆道閉鎖症 0
131 アレキサンダー病 0 297 アラジール症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 298 遺伝性膵炎 0
133 メビウス症候群 0 299 囊胞性線維症 0

134
中隔視神経形成異常症／ドモルシア症候

群
1 300 lgG4関連疾患 11

135 アイカルディ症候群 0 301 黄斑ジストロフィー 1
136 片側巨脳症 1 302 レーベル遺伝性視神経症 1
137 限局性皮質異形成 0 303 アッシャー症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
139 先天性大脳白質形成不全症 1 305 遅発性内リンパ水腫 0
140 ドラベ症候群 0 306 好酸球性副鼻腔炎 33
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 307 カナバン病 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 308 進行性白質脳症 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 309 進行性ミオクーヌスてんかん 0
144 レノックス・ガストー症候群 2 310 先天異常症候群 0
145 ウエスト症候群 1 311 先天性三尖弁狭窄症 0
146 大田原症候群 0 312 先天性憎帽弁狭窄症 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／

LMX1B関連腎症
1

150 環状２０番染色体症候群 0 316 カルニチン回路異常症 0
151 ラスムッセン脳炎 0 317 三頭酵素欠損症 0
152 PCDH19関連症候群 0 318 シトリン欠損症 1
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 319 セピアプテリン還元酵素（SR)欠損症 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 320

先天性グリコシルホスファチジルイノシトー
ル（GPI)欠損症

0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
156 レット症候群 0 322 β－ケトチオラーゼ欠損症 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 323 芳香族L-アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
158 結節性硬化症 3 324 メチルグルタコン酸尿症 0
159 色素性乾皮症 2 325 遺伝性自己炎症疾患 0
160 先天性魚鱗癬 0 326 大理石骨病 0

161 家族性良性慢性天疱瘡 0 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
0

162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 12 328 前眼部形成異常 0
163 特発性後天性全身性無汗症 14 329 無虹彩症 1

164 眼皮膚白皮症 0 330
先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
【旧：先天性気管狭窄症】

0

165 肥厚性皮膚骨膜症 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 13
166 弾性線維性仮性黄色腫 0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0

333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
334 脳クレアチン欠乏症候群 0
335 ネフロン癆 0

336
家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合

体）
0

337 ホモシスチン尿症 0
338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
339 ＭＥＣＰ2重複症候群 0

340
線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群

を含む。）
0

341 ＴＲＰＶ4異常症 0
（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 126

合計患者数（人） 2677



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

　・

　・

　・

　・

　・ハイリスク妊娠管理加算 　・

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・医療安全対策加算１

　・感染対策向上加算１

　・患者サポート体制充実加算

　・新生児特定集中治療室管理料１

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料２

　・

　・

　・

　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・精神科急性期医師配置加算

　・地域医療体制確保加算

　・特定集中治療室管理料２

　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・ハイリスク分娩管理加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・後発医薬品使用体制加算１

　・バイオ後続品使用体制加算

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・データ提出加算

　・入退院支援加算

　・認知症ケア加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・栄養サポートチーム加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１

　・無菌治療室管理加算２

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
治療の場合）

　・診療録管理体制加算３

　・医師事務作業補助体制加算２

　・急性期看護補助体制加算

　・看護職員夜間配置加算

　・看護補助加算

　・療養環境加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療医療安全対策加算２

　・歯科外来診療感染対策加算３

　・特定機能病院入院基本料

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・外来放射線照射診療料

　・下肢創傷処置管理料

　・院内トリアージ実施料

　・夜間休日救急搬送医学管理料の注３に規定する救急搬送
看護体制加算

　・婦人科特定疾患治療管理料

　・一般不妊治療管理料

　・腎代替療法指導管理料

　・生殖補助医療管理料１

　・二次性骨折予防継続管理料３

　・二次性骨折予防継続管理料１

　・外来緩和ケア管理料

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後）

　・糖尿病透析予防指導管理料

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料

　・小児運動器疾患指導管理料

　・糖尿病合併症管理料

　・がん性疼痛緩和指導管理料

　・がん患者指導管理料イ

　・がん性疼痛緩和指導管理料の注２に規定する難治性がん
性疼痛緩和指導管理加算

　・がん患者指導管理料ロ

　・がん患者指導管理料ニ

　・がん患者指導管理料ハ

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・外来栄養食事指導料の注２に規定する基準 　・外来腫瘍化学療法診療料１

　・外来栄養食事指導料の注３に規定する基準 　・連携充実加算

　・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に規定する遠隔モ
ニタリング加算

　・ニコチン依存症管理料

高度の医療の提供の実績

　・骨髄微小残存病変量測定

　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

　・染色体検査の注２に規定する基準

　・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体

　・先天性代謝異常症検査

　・がんゲノムプロファイリング検査

　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体
特異性同定検査）

　・遺伝学的検査の注１規定する施設基準

　・遺伝学的検査の注２に規定する施設基準

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース
測定

　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

　・がん治療連携計画策定料

　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・開放型病院共同指導料

　・療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援加
算

　・医療機器安全管理料（歯科）

　・歯科治療時医療管理料

　・医療機器安全管理料２

　・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料

　・医療機器安全管理料１

　・薬剤管理指導料

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・エタノールの局所注入（副甲状腺）　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・エタノールの局所注入（甲状腺）
　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥ
Ｔイメージング剤を用いた場合を除く。）

　・多血小板血漿処置
　・ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた
場合を除く。）

　・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）　・画像診断管理加算４

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・画像診断管理加算１

　・精神科作業療法　・経気管支凍結生検法

　・認知療法・認知行動療法１　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

　・通院・在宅精神療法の注４に規定する児童思春期精神科
専門管理加算

　・内服・点滴誘発試験

　・歯科口腔リハビリテーション料２　・小児食物アレルギー負荷検査

　・集団コミュニケーション療法料　・ロービジョン検査判断料

　・リンパ浮腫複合的治療料　・全視野精密網膜電図

　・がん患者リハビリテーション料　・補聴器適合検査

　・摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加
算２

　・神経学的検査

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）　・人工膵臓検査、人工膵臓療法

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）　・ヘッドアップティルト試験

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）　・胎児心エコー法

　・無菌製剤処理料　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

　・外来化学療法加算１　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

　・肝エラストグラフィ加算　・遺伝カウンセリング加算

施　設　基　準　の　種　類施　設　基　準　の　種　類

　・頭部ＭＲＩ撮影加算　・国際標準検査管理加算

　・乳房ＭＲＩ撮影加算　・検体検査管理加算（Ⅳ）

　・心臓ＭＲＩ撮影加算　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液）

高度の医療の提供の実績

　・血流予備量比コンピューター断層撮影
　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（ＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２核
酸検出を含まないもの）

　・冠動脈ＣＴ撮影加算
　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・人工腎臓 　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

　・導入期加算３及び腎代替療法実績加算 　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算
　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・耳管用補綴材挿入術

　・移植後抗体関連拒絶反応治療における血漿交換療法
　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）鏡視下
咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

　・手術用顕微鏡加算 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算 　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・皮膚移植術（死体）
　・乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ
節生検（併用）

　・自家脂肪注入
　・乳癌センチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリンパ
節生検（単独）

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うも
の））

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注
に掲げる処理骨再建加算

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）
（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）
　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・椎間板内酵素注入療法
　・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉
を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・腫瘍脊椎骨全摘術
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超える
もので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、等

　・角結膜悪性腫瘍切除術 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・角膜移植術（内皮移植加算） 　・胸腔鏡下弁形成術

　・羊膜移植術 　・胸腔鏡下弁置換術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水
晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・経皮的僧帽弁クリップ術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・不整脈手術左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの） 　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・磁気ナビゲーション加算
　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リード
レスペースメーカー）

　・腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視
鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 　・同種死体腎移植術

　・補助人工心臓 　・生体腎移植術

　・経皮的下肢動脈形成術
　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）
　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・精巣内精子採取術

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性
腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・腹腔鏡下胃縮小術 　・腹腔鏡下仙骨腟固定術

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術
　・腹腔鏡下仙骨腟固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）
　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。)

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・体外衝撃波胆石破砕術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・腹腔鏡下肝切除術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・体外衝撃波膵石破砕術 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・体外式膜型人工肺管理料 　・定位放射線治療

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術 　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・再製造単回使用医療機器使用加算
　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

　・輸血管理料Ⅰ
　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
迅速細胞診

　・輸血適正使用加算 　・病理診断管理加算２

　・貯血式自己血輸血管理体制加算 　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・コーディネート体制充実加算 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・自己生体組織接着剤作成術 　・看護職員処遇改善評価料７１

　・自己クリオプレシピテート作製術（用手法） 　・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・同種クリオプレシピテート作製術 　・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 　・入院ベースアップ評価料８０

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 　・

　・歯周組織再生誘導手術 　・

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 　・

　・

　・歯根端切除手術の注３ 　・

　・麻酔管理料（Ⅰ） 　・

　・麻酔管理料（Ⅱ） 　・

　・一回線量増加加算 　・

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ） 　・

　・放射線治療専任加算 　・

　・外来放射線治療加算

　・体外照射呼吸性移動対策加算 　・

　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ） 　・

　・

　・高エネルギー放射線治療

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 10

剖検率（％） 3.1

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

病理部：臨床研修CPC（病理診断科主催） 7 回， CPC・
PMC（病理学講座主催） 7 回，小児がんカンファレンス（小
児科主催） 12 回
検査部：血液内科カンファレンス（週1回）、ハートチーム
（TAVI)・循環器内科カンファレンス（週1回）、精度管理に関
する症例検討会（内部精度管理報告会：月１回）

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療
技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。
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1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

若年者の後天共同性内斜視の原因と
治療に関する研究

佐藤　美保 眼科学講座

がん病態時における末梢性μオピオ
イド受容体拮抗薬による臨床効果の個
人差要因の解明

川上　純一 薬剤部 1,170,000

HPV感染の可視化から多様性獲得の
解明によって切り拓く新規癌治療法の
開発

三澤　清
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

11,050,000

妊婦のエネルギー摂取不足に起因す
る成長後の児の脂肪肝発症リスク軽減
を目指して

幸村　友季子

ヒューマンイミュノロジーを基軸としたア
トピー性皮膚炎免疫病態の統合的理
解

本田　哲也 皮膚科学講座 5,200,000

ハイブリッドフローサイトメーターによる
血中循環腫瘍細胞の新規質的診断法
の開発

竹内　裕也

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託
元

羊水塞栓症の遺伝的リスク背景ならび
に発症機序の解明：新たな治療戦略
を目指して

伊東　宏晃 産婦人科学講座 4,290,000
日本学術
振興会

自閉症中核症状の新規治療シーズ創
出：RCTベースの多層オミクスと検証的
動物実験

山末　英典 精神医学講座 5,820,000

自然免疫応答を介した蝸牛内炎症に
より生じる難聴の病態およびメカニズム
解明

中西　啓
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

780,000

外科学第二講座 5,850,000

脳腫瘍治療の新フェーズ：脱落乳歯歯
髄幹細胞を用いた遺伝子細胞療法の
開発

黒住　和彦 脳神経外科学講座 5,330,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

産婦人科学講座
日本学術
振興会

1,040,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

わが国の難治性未診断眼疾患に対す
る新しい疾患概念の確立と診断法の
開発に関する研究

堀田　喜裕 眼科学講座 1,040,000
日本学術
振興会

520,000

日本学術
振興会

大腸上皮細胞を介したIL-22とIL-33の
クロストークが粘膜免疫へ及ぼす影響

杉本　健 内科学第一講座 1,040,000
日本学術
振興会

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

低温誘導性RNA結合タンパクを基軸と
した肺線維症の病態解明と新規治療
の開発

穗積　宏尚 内科学第二講座 1,170,000
日本学術
振興会

アクアポリン２を介した甲状腺ホルモン
の体液調節機構の研究

松下　明生 第二内科 1,300,000
日本学術
振興会

腹部大動脈瘤壁の脈管新生の影響か
ら導くPDE阻害薬の動脈瘤増大・破裂
予防への応用

犬塚　和徳 第二外科 1,560,000
日本学術
振興会

人工心肺中における脳梗塞の病態の
解明：水素ガスによる二次性脳損傷予
防

大橋　雅彦 麻酔・蘇生学講座 910,000
日本学術
振興会

不眠に伴う恐怖記憶定着と循環障害
への免疫監視機構関与と麻酔薬修飾
効果に関する研究

木下　浩之 麻酔・蘇生学講座 910,000
日本学術
振興会

シンデカンノックアウトラットにおける敗
血症性脳障害の機序の解明

中島　芳樹 麻酔・蘇生学講座 910,000
日本学術
振興会

ミトコンドリア画像による視床下核脳深
部刺激術後のパーキンソン病変性予
防効果解析

野崎　孝雄 脳神経外科 130,000
日本学術
振興会

腎癌のIO drugおよびTKI併用療法に
対する耐性獲得機構解明と新規治療
法開発

三宅　秀明 泌尿器科学講座 1,430,000
日本学術
振興会

羊水塞栓症の病態解明のための全身
主要臓器の特異的反応の検討

田村　直顕 周産母子センター 1,300,000
日本学術
振興会

頭頸部癌における血中循環RNA修飾
網羅的解析について

山田　大貴
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

520,000
日本学術
振興会

糖尿病性腎臓病患者における身体活
動量からみた腎機能低下機序の解
明：新たな治療戦略

平野　裕真 リハビリテーション部 520,000
日本学術
振興会

近赤外光による3次元的画像再構成ア
ルゴリズム構築と乳癌の新規バイオ
マーカーの創生

芳澤　暢子 放射線科診療科 1,040,000
日本学術
振興会

神経性やせ症の感情調節と脳の機能
不全に対するMANTRAの有効性の検
討

磯部　智代 精神科神経科 1,560,000
日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

小児腫瘍患児の精神的苦痛と家族機
能に対するアドバンス・ケア・プランニ
ングの有効性

遠藤　ゆうな 精神科神経科 1,040,000
日本学術
振興会

免疫老化機構からの原発性胆汁性胆
管炎の病態解明と新規治療基盤の創
出

伊藤　潤 第二内科 910,000
日本学術
振興会

ニコチン受容体機能に着目した注意
欠如・多動症の病態解明：PETによる
検討

藤田　宏治 精神科神経科 1,560,000
日本学術
振興会

神経性やせ症におけるシナプス密度と
ミトコンドリア機能異常：PETによる検討

横倉　正倫 精神医学講座 1,950,000
日本学術
振興会

不安を伴ううつ病の病態解明：PETに
よる疾患横断的検討と次世代治療
シーズの創出

亀野　陽亮 精神医学講座 1,690,000
日本学術
振興会

神経性やせ症と強迫症の機能的／解
剖学的ネットワーク障害－疾患横断的
な病態解明－

竹林　淳和 精神科神経科 1,690,000
日本学術
振興会

Abbreviated MRIを用いた大腸癌肝転
移検索アルゴリズムの開発

市川　新太郎 放射線診断学講座 650,000
日本学術
振興会

超偏極MRI技術を用いた転移性肝が
ん超早期診断モデルの開発

五島　聡 放射線診断学講座 1,430,000
日本学術
振興会

早産低出生体重児における動脈硬化
前病変進展メカニズムの解明

石川　貴充 小児科学講座 1,430,000
日本学術
振興会

MAFLD合併原発性胆汁性胆管炎の
病態解明と新規治療法の構築

川田　一仁 内科学第二講座 1,300,000
日本学術
振興会

免疫監視機構に着目したインテグリン
阻害剤によるNASH肝癌の新規治療戦
略の創出

則武　秀尚 内科学第二講座 1,040,000
日本学術
振興会

MSI変異随伴スプライシング異常によ
る大腸がん薬物療法の感受性変化

岩泉　守哉 検査部 1,430,000
日本学術
振興会

出血刺激に対するマクロファージの炎
症反応応答と冠動脈プラーク進行の
病態解明

坂本　篤志 内科学第三講座 1,040,000
日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

個別化医療に向けた脂肪酸代謝に焦
点をあてた肥大型心筋症の病因解明

前川　裕一郎 内科学第三講座 1,040,000
日本学術
振興会

肥満による線毛機能障害に着目したウ
イルス性呼吸器感染症重症化の制御
法の開発

藤澤　朋幸 第二内科 1,300,000
日本学術
振興会

109分子による樹状細胞を標的とした
アレルギー炎症制御

鈴木　勇三 内科学第二 1,430,000
日本学術
振興会

運動のコリン作動性抗炎症反応経路
を介し腎臓内RAS抑制による腎障害改
善機序の検証

大橋　温 卒後教育センター 1,560,000
日本学術
振興会

エイコサペンタエン酸のTGF-β1抑制
作用に着目したリンパ浮腫薬物療法の
開発

佐野　真規 第二外科 1,430,000
日本学術
振興会

Type2 サイトカイン関連皮膚疾患にお
けるガレクチン－７の生理機能の解明

島内　隆寿 皮膚科 1,560,000
日本学術
振興会

薬疹における皮膚レジデントメモリーT
細胞関与の解明

藤山　俊晴 皮膚科 910,000
日本学術
振興会

定常状態および炎症下における皮膚
自然リンパ球の制御メカニズム

坂本　慶子 皮膚科 1,170,000
日本学術
振興会

環境中アレルゲン除去による食物アレ
ルギーの発症予防・治療

夏目　統 小児科学講座 130,000
日本学術
振興会

重症インフルエンザ肺炎におけるウイ
ルス特異的応答と好酸球死誘導

宮入　烈 小児科学講座 1,430,000
日本学術
振興会

甲状腺ホルモンによる負の転写調節
からみたバセドウ病の病因解明と治療
戦略の探索

佐々木　茂和 第二内科 910,000
日本学術
振興会

新生児壊死性腸炎の新たな病因およ
び治療：消化管サーファクタントの関与
の検討

澤井　利夫 小児外科 1,170,000
日本学術
振興会

小腸移植における補体因子C5a阻害
効果の解明と治療応用を目指した研
究

當山　千巌 小児外科 1,170,000
日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

出血性ショックにおけるミトコンドリア酸
化ストレスに注目したグリコカリックス保
護

御室　総一郎 集中治療部 1,820,000
日本学術
振興会

レミマゾラム投与によるマウスのせん妄
表現調査と時計遺伝子Per2の検証

青木　善孝 集中治療部 910,000
日本学術
振興会

長時間持続投与時のレミマゾラム血中
濃度推移の薬物動態の解明

鈴木　祐二 集中治療部 1,950,000
日本学術
振興会

敗血症によって起こる血流変化と各重
要臓器障害を起こす病態の解明

川島　信吾 麻酔・蘇生学講座 1,170,000
日本学術
振興会

敗血症におけるミトコンドリア由来の酸
化ストレスの制御によるグリコカリックス
保護

八木原　正浩 麻酔科蘇生科 1,430,000
日本学術
振興会

悪性脳腫瘍に対するヒト脱落乳歯歯髄
幹細胞を用いた新規腫瘍溶解ウイル
ス療法

小泉　慎一郎 脳神経外科 1,300,000
日本学術
振興会

胎児血液中の脂質プロファイルが胎盤
発達と乳児の身体及び神経発達に及
ぼす影響

谷口　千津子
医師トータルサポート
センター

1,040,000
日本学術
振興会

帝王切開時の分娩後出血を減らす－
オキシトシン子宮筋注の子宮収縮維持
効果の解析

成瀬　智 周産母子センター 1,040,000
日本学術
振興会

HPV関連中咽頭癌の転写制御異常に
基づく層別化と治療標的の解明

新村　大地 耳鼻咽喉科 390,000
日本学術
振興会

ナノスーツ-CLEM法によるHPV関連鼻
副鼻腔内反性乳頭腫の悪性転化機構
の解明

石川　竜司
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

1,040,000
日本学術
振興会

血管吻合用金属ステントとファイバー
レーザー照射による微小血管吻合術
の研究

中川　雅裕 形成外科 1,170,000
日本学術
振興会

X染色体活性化状態に注目した女性
口腔がんの新たな予後診断法の確立

増本　一真 歯科口腔外科学講座 910,000
日本学術
振興会

高度肥満症における運動昇圧反射特
性の解明および肥満減量手術による
効果の検討

永房　鉄之 リハビリテーション部 260,000
日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

中性脂肪蓄積心筋血管症診療の鍵と
なる、血液による簡便なスクリーニング
検査法の開発

鈴木　朗 検査部 1,820,000
日本学術
振興会

自閉スペクトラム症におけるシナプス
密度と興奮抑制バランス不均衡の関
係

山口　静乃 精神科神経科 2,210,000
日本学術
振興会

切除不能進行肝細胞癌のコンパニオ
ン診断:マルチパラメトリックMRIによる
アプローチ

尾崎　公美 放射線科診療科 1,430,000
日本学術
振興会

心筋ミトコンドリア機能障害によるアント
ラサイクリン誘発性心筋症の発症予測

水野　雄介 第三内科 4,160,000
日本学術
振興会

心筋梗塞後致死性イベントの新たな危
険因子の探索

成瀬　代士久 内科学第三講座 1,820,000
日本学術
振興会

線維化解除をターゲットとした肺線維
化病態の解明と創薬への展開

乾　直輝 臨床薬理学講座 1,430,000
日本学術
振興会

真菌関連アレルギー性気道疾患にお
ける獲得免疫誘導の仕組みの解明と
制御法の開発

古橋　一樹 感染制御センター 1,820,000
日本学術
振興会

円形脱毛症の難治化におけるresident
memory T細胞の関わりと新規治療の
展開

伊藤　泰介 皮膚科学講座 2,210,000
日本学術
振興会

治療前後の比較解析を通した特発性
後天性全身性無汗症の新規病態形成
機序の解明

影山　玲子 皮膚科学講座 1,040,000
日本学術
振興会

アナフィラキシー様反応を中心とした
病態に基づく羊水塞栓症の急性期治
療の探索

磯村　直美 産科婦人科 1,560,000
日本学術
振興会

敗血症性ショックによるグリコカリックス
障害に対する硫化水素の効果研究

鈴木　興太 麻酔科蘇生科 2,470,000
日本学術
振興会

細胞小器官脂質解析によるIDH変異
神経膠腫の悪性化機序の解明と治療
標的分子の探索

山崎　友裕 脳神経外科学講座 1,690,000
日本学術
振興会

レスベラトロールを用いたプレバイオ
ティクスによる脳動脈瘤形成・破裂抑
制の検討

平松　久弥 脳神経外科 1,820,000
日本学術
振興会
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糖鎖生物学に注目した子宮体がん悪
性化機構の解明とそのトランスレーショ
ナルリサーチ

柴田　俊章 産科婦人科 1,820,000
日本学術
振興会

頭頸部癌のエクソソーム、ctDNAの統
合解析によるモニタリングシステムの確
立

今井　篤志 耳鼻咽喉科 2,210,000
日本学術
振興会

頭頸部癌におけるRNA修飾とRNA編
集のメカニズム解明

竹内　一隆 耳鼻咽喉科 3,770,000
日本学術
振興会

頭頸部癌における環状RNA解析及び
バイオマーカー探索

望月　大極 耳鼻咽喉科 3,640,000
日本学術
振興会

最新のインフォマティクス解析による若
年発症網膜ジストロフィの分子基盤の
解明

鳥居　薫子 眼科 1,950,000
日本学術
振興会

胎生期低栄養による易肥満体質獲得
機序の解析

伊藤　敏谷 周産母子センター 780,000
日本学術
振興会

4D flow MRIによる血流解析を利用し
た、心筋梗塞に伴う左室内血栓症の
予測

諏訪　賢一郎 内科学第三講座 130,000
日本学術
振興会

脳動脈瘤破裂における脳動脈瘤壁へ
の鉄集積の役割

神尾　佳宣 脳神経外科 260,000
日本学術
振興会

ステロイド筋症を非侵襲的に捉えるた
めの表面筋電図の応用

長島　正明 リハビリテーション部 130,000
日本学術
振興会

白血病細胞のin vitro薬剤感受性に影
響を及ぼす因子の網羅的分子遺伝学
的解析

清水　大輔 小児科 1,690,000
日本学術
振興会

性分化疾患・生殖機能障害における
葉酸とメチル化変動の関係

小野　裕之 小児科 1,040,000
日本学術
振興会

動脈硬化マウスを用いたCOPDモデル
の作成とCOPDの新規治療戦略の確
立に向けて

安井　秀樹 臨床研究センター 1,300,000
日本学術
振興会

IL4I1-Trp代謝経路による悪性黒色腫
に対する腫腫瘍免疫抑制の機序の解
明

福地　健祐 皮膚科 780,000
日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

腸管筋線維芽細胞を標的とした腸炎
関連性発がんの新規診断マーカー、
治療法の探索

川村　崇文 外科学第二講座 1,430,000
日本学術
振興会

4D-flow MRIを用いたステントグラフト
術後瘤径拡大の新しい予測法の開発

片橋　一人 感染対策室 1,040,000
日本学術
振興会

組織酸素飽和度測定器による重症虚
血肢に対する必要十分な術中戦略の
確立

嘉山　貴文 外科学第二講座 520,000
日本学術
振興会

がん悪液質の病態時におけるCYP3A
活性の定量評価とグレリン様作用薬の
影響の解明

佐藤　聖 薬剤部 1,430,000
日本学術
振興会

膵臓癌における脂質メディエーターに
よる増殖機構の解明と新規治療標的
の探索

武田　真 外科学第二講座 1,560,000
日本学術
振興会

がん関連線維芽細胞に発現するUBL3
の非小細胞肺がん増殖・浸潤への寄
与検証

高梨　裕典 第一外科 1,430,000
日本学術
振興会

自閉症におけるシナプス密度とミトコン
ドリア機能異常について：PETによる検
討

加藤　康彦 精神医学講座 1,950,000
日本学術
振興会

医用画像を用いたRadiomicアプローチ
による肝細胞癌治療効果予測モデル
の開発

棚橋　裕吉 放射線科診療科 780,000
日本学術
振興会

GILZによる抗炎症性腹腔マクロファー
ジの誘導と腸管粘膜免疫機構の制御

田村　智 内科学第一講座 1,430,000
日本学術
振興会

クッシング病におけるUSP48遺伝子変
異の実態ならびに新規治療機序の解
明

柿沢　圭亮 第二内科 1,560,000
日本学術
振興会

砕石位手術における周術期合併症予
防のための至適術中体位の確立

鈴木　雄飛 外科学第二講座 1,300,000
日本学術
振興会

腫瘍免疫の低下したcold tumorの化学
療法耐性機序の解明と新規治療法の
開発

村上　智洋 第二外科 1,820,000
日本学術
振興会

潰瘍性大腸炎におけるADAMTS13を
介した血栓形成機序解明及び新規治
療法の確立

阪田　麻裕 外科学第二講座 1,300,000
日本学術
振興会
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下肢閉塞性動脈硬化症・包括的高度
慢性下肢虚血切断肢における動脈の
病理学的検討

夏目　佳代子 外科学第一講座 1,170,000
日本学術
振興会

アナフィラキシーにおける血管内皮障
害のリアルタイム観察と制御法の探索

小林　賢輔 麻酔科蘇生科 1,300,000
日本学術
振興会

羊水塞栓症発症リスクの因子の探索 松家　まどか 産科婦人科 1,430,000
日本学術
振興会

頭頸部癌における免疫治療抵抗性バ
イオマーカーの探索

三澤　由幾 耳鼻咽喉科 1,430,000
日本学術
振興会

MRONJ外科療法へのICG蛍光法の応
用

林　祐太郎 歯科口腔外科学講座 260,000
日本学術
振興会

肺扁平上皮癌、頭頚部扁平上皮癌の
脂質、蛋白質オミクス解析による鑑別
マーカーの探索

川瀬　晃和 外科学第一講座 1,040,000
日本学術
振興会

経頭蓋直流電気刺激による脳内セロト
ニン放出：認知症性疾患治療に向けた
PET研究

武内　智康 脳神経内科 2,340,000
日本学術
振興会

AIを活用したゲノム解析とRNA解析に
よる神経発達症の新規遺伝学的解析
スキームの創造

平出　拓也 小児科 2,340,000
日本学術
振興会

細胞形質分化プログラムの破綻を機序
とする小細胞肺がんの新規治療戦略
の確立

井上　裕介 第二内科 2,080,000
日本学術
振興会

CPGモチーフを含むDNAによる急性
腎障害後の肺障害軽減効果の検討

後藤　大樹 第一内科 3,510,000
日本学術
振興会

アトピー性皮膚炎病変部における病原
性T細胞の活性化機構と生理的意義
の解明

栗原　和生 皮膚科学講座 1,690,000
日本学術
振興会

せん妄の解決に向けた麻酔による概
日リズム内的脱同調の証明

今井　亮 手術部 1,040,000
日本学術
振興会

In vitro共培養モデルを用いた膵癌神
経周囲浸潤における因子の解明

古橋　暁 外科学第二講座 1,430,000
日本学術
振興会

0
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新しい解析手法を用いたマルチオミク
ス解析による知的障害/発達遅滞発症
機序の解明

平出　拓也 小児科 1,430,000
日本学術
振興会

悪性腫瘍に対する新規超音波発光療
法の開発

中村　和正 放射線腫瘍学講座 2,080,000
日本学術
振興会

関節リウマチ患者における血中トシリズ
マブ濃度とOATP1B1輸送能の関係性
解析

望月　啓志 薬剤部 480,000
日本学術
振興会

アプレピタント及びサブスタンスP濃度
に着目した制吐効果の個人差要因の
解明

鈴木　祐介 薬剤部 480,000
日本学術
振興会

血液脳関門破綻に注目したペランパ
ネルの薬物動態解析と投与方法の確
立

山口　れな 薬剤部 480,000
日本学術
振興会

機能障がいに焦点をあてた神経発達
症の診断体系の再構成

土屋　賢治
子どものこころの発達
研究センター

13,440,255
日本学術
振興会

重症筋無力症根治に向けた革新的創
薬基盤の構築

清水　広介
分子病態イメージング
研究室

4,680,000
日本学術
振興会

線溶制御系破綻時の血栓溶解過程の
イメージング解析と検査法の確立によ
る病態解明

浦野　哲盟 薬理学講座 3,380,000
日本学術
振興会

ゲノムの非コード領域に注目した小児
脳神経疾患の新規発症機序の解明

才津　浩智 医化学講座 7,410,000
日本学術
振興会

GABAシナプス機能へのアストロサイト
の能動的関与とその破綻：時空間的動
態と病態

福田　敦夫 医化学講座 3,770,000
日本学術
振興会

ASTN1遺伝子変異に起因する脳形成
障害の疾患病態解明

中島　光子 医化学講座 1,690,000
日本学術
振興会

SETによるB型肝炎ウイルス再活性化
機構の解析

伊藤　昌彦
微生物学・免疫学講
座

1,430,000
日本学術
振興会

周産期大脳神経細胞に特異的なサイ
トメガロウイルス持続感染と脳障害発
生機構の解析

小杉　伊三夫
微生物学・免疫学講
座

1,300,000
日本学術
振興会
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大動脈瘤器質化血栓の特異な形成機
序：線溶異常の観点から

田中　宏樹 医生理学講座 1,300,000
日本学術
振興会

脳動脈留破裂における危険因子として
の高病原性う蝕原因菌による破裂メカ
ニズム解明

梅村　和夫 薬理学講座 780,000
日本学術
振興会

自閉スペクトラム特性の産前リスク因子
と酸化ストレス：出生コホートMRS研究

岩渕　俊樹
子どものこころの発達
研究センター

1,430,000
日本学術
振興会

SAC3D1による中心体複製制御：乳癌
悪性進展モデルの構築と悪性度マー
カーの開発

酒井　康弘 腫瘍病理学講座 11,794
日本学術
振興会

ALS発症におけるOPTNの新規核内機
能：スプライソソーム異常と凝集体形成

大坪　正史
フォトニクス医学研究
部

1,430,000
日本学術
振興会

母体の不十分な妊娠中体重増加量
（GWG）と児の神経発達予後の関連

中安　智香子
子どものこころの発達
研究センター

1,430,000
日本学術
振興会

量子マテリアルを放射線増感剤として
利用した量子増感放射線療法の開発

荒牧　修平 細胞分子解剖学講座 1,170,000
日本学術
振興会

社会性障害の克服を目指したオキシト
シン神経系受容体の特異的画像化法
開発

鈴木　千恵
分子病態イメージング
研究室

1,820,000
日本学術
振興会

止血血栓安定化機構とその破綻によ
る病態のリアルタイムイメージング解析

鈴木　優子 医生理学講座 1,430,000
日本学術
振興会

Cancer neuroscienceに基づいた膵癌
の新規治療法開発

森田　剛文
森町地域包括ケア講
座（寄附講座）

1,300,000
日本学術
振興会

解離性同一性障害の回復プロセス‐多
重な自己の機能的統合プロセスの検
討-

井上　淳
児童青年期精神医学
講座（寄附講座）

2,080,000
日本学術
振興会

てんかん性脳症モデルマウスを用いた
脳神経シナプス小胞、リソソームの機
能解析

青戸　一司 医化学講座 1,950,000
日本学術
振興会

神経筋疾患の筋組織脂肪化の脂質組
成イメージングと病理メカニズムの推定

長島　優 光生体医工学研究室 3,380,000
日本学術
振興会
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アルツハイマー病におけるGABA作動
異常と一次繊毛機能の関連性の解明

王　天英
生体機能イメージング
研究室

1,560,000
日本学術
振興会

脂肪酸合成酵素の産生量を標的とし
た阻害剤開発とNASH病態下における
機能解明

佐藤　伸哉
微生物学・免疫学講
座

1,300,000
日本学術
振興会

エクソソームプロテオーム解析による肝
筋型糖原病組織障害病態とバイオ
マーカーの研究

福田　冬季子
浜松成育医療学講座
（寄附講座）

2,340,000
日本学術
振興会

高コレステロール血症が脳動脈破裂に
およぼす因果関係とそのメカニズムの
解明

外村　和也
臨床医学教育学講座
（寄附講座）

910,000
日本学術
振興会

自閉症者の社会的動機付け：脳機能
実験とウェブ実験を用いた計算論的精
神医学研究

角谷　基文
子どものこころの発達
研究センター

910,000
日本学術
振興会

Interaction of genetic risk and early
body mass index changes on
neurodevelopmental disorders among
Japanese children

Rahman Md. Shafiur
子どものこころの発達
研究センター

650,000
日本学術
振興会

自閉スペクトラム症における短絡的連
合によるトラウマ記憶形成メカニズムの
解明

川上　澄香
子どものこころの発達
研究センター

1,170,000
日本学術
振興会

KISS1R 機能亢進変異が中枢性思春
期症発症を招くメカニズムの解明

増永　陽平
地域医療支援学講座
（寄附講座）

1,560,000
日本学術
振興会

先天性気管狭窄症における遺伝学的
原因の探索

矢本　香織 医化学講座 1,690,000
日本学術
振興会

胃癌腹水の迅速診断を可能にする脱
塩質量分析技術の確立

佐藤　智仁 細胞分子解剖学講座 2,210,000
日本学術
振興会

自閉スペクトラム症児における幾何学
模様への注視行動と局所処理優勢さ
の関係

須田　桃香
子どものこころの発達
研究センター

1,300,000
日本学術
振興会

両X染色体活性化を介した女性腫瘍
の悪性化機構の解明と治療への応用

北川　雅敏　 分子生物学講座 5,200,000
日本学術
振興会

脳画像を基盤とする認知症血液バイオ
マーカーの国際検証研究

尾内　康臣
生体機能イメージング
研究室

5,330,000
日本学術
振興会
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先天性指趾/四肢形成不全症を招く遺
伝学的機序の解明

矢本　香織 医化学講座 1,300,000
日本学術
振興会

災害時の保健・医療・福祉及び防災分
野の情報集約及び対応体制における
連携推進のための研究

尾島　俊之 健康社会医学講座 15,300,000
厚生労働
省

保健所における健康危機管理対応の
推進等に関する研究

尾島　俊之 健康社会医学講座 8,800,000
厚生労働
省

びまん性肺疾患に関する調査研究 須田　隆文 内科学第二講座 24,000,000
厚生労働
省

小児領域を含む薬剤耐性感染症対策
に係る地域間連携の標準モデルの策
定・推進に資する研究

宮入　烈 小児科学講座 5,000,000
厚生労働
省

神経変性疾患治療薬の検証 瀬藤　光利 細胞分子解剖学講座 2,046,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

パーキンソン病患者のすくみ足症状を
改善する実時間サイバーフィジカルシ
ステム型ウェアラブル装置の開発

長島　優 光生体医工学研究室 21,667,100

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

発達障がいが疑われる小児に対する
新しい診断的評価～開発から社会実
装へ

土屋　賢治
子どものこころの発達
研究センター

13,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

インプリンティング疾患の診療ガイドラ
イン作成に向けたエビデンス創出研究

緒方　勤 医化学講座 13,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

細胞およびマウスモデルを用いた
RhoBTB2関連神経発達症の分子病態
解明と疾患概念の確立

才津　浩智 医化学講座 13,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

非病変蛋白脳画像と液性バイオマー
カーを取り入れた早期認知症の層別
化研究

尾内　康臣
生体機能イメージング
研究室

49,400,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

International Study for Treatment of Standard
Risk Childhood Relapsed ALL 2010(IntReALL
SR 2010) 第一再発小児急性リンパ性白血病標
準リスク群に対する第III相国際共同臨床研究

坂口　公祥 小児科学講座 0

国立大学法人
三重大学医学
部附属病院
独立行政法人
国立病院機構
名古屋医療セ
ンター

高リスク筋層非浸潤性膀胱癌に対するPDD-
TURによる残存腫瘍減少効果の検討

三宅　秀明 泌尿器科学講座 0
国立大学法人
山口大学
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EGFR遺伝子変異陽性非小細胞肺癌における
アファチニブからオシメルチニブへの逐次投与
の有効性を評価する多施設共同前向き観察研
究（Gio-Tag Japan）

須田　隆文 内科学第二講座 0 宝塚市立病院

Epidermal Growth Factor Receptor activating
mutation positive（EGFRm+）進行非小細胞肺が
ん（NSCLC）初回オシメルチニブ治療の効果、
安全性及び増悪後の治療に関する観察研究-
Reiwa-

須田　隆文 内科学第二講座 0

公益財団法人
パブリックヘル
スリサーチセ
ンター

非小細胞肺癌におけるフルルビプロフェンアキ
セチル周術期投与による術後再発予防効果を
検証するための多施設共同ランダム化第II相比
較試験（FLAX試験）

船井　和仁 外科学第一講座 0
国立病院機構
横浜医療セン
ター

間質性肺炎に対する多施設共同前向き観察研
究

須田　隆文 内科学第二講座 0

国立大学法人
東海国立大学
機構　（名古
屋大学）

高中性脂肪血症を合併した冠動脈疾患を対象
としたペマフィブラートの冠動脈プラークの退縮
に及ぼす影響を検討する無作為化非盲検群間
比較試験

前川　裕一郎 内科学第三講座 0

国立研究開発
法人国立循環
器病研究セン
ター

食物アレルギーの長期予後と予後予測因子を
解明するバイオマーカーの検討

夏目　統 小児科学講座 0
国立病院機構
三重病院

ヨード密度値を用いたHistogram analysisによる
膵臓癌化学療法治療効果予測に関する研究

五島　聡
放射線診断学・核医
学講座

0
国立大学法人
東海国立大学
機構

心不全増悪入院患者におけるアンジオテンシ
ン・ネプリライシン阻害薬の研究（PREMIER
study）

前川　裕一郎 内科学第三講座 400,000
国立大学法人
佐賀大学医学
部附属病院

間質性肺疾患合併多発性筋炎/皮膚筋炎患者
を対象とした肺病変の進行を規定するバイオ
マーカー探索研究

穂積　宏尚 内科学第二講座 0
国立大学法人
長崎大学

高TG血症合併NAFLDに対するペマフィブラー
ト、フェノフィブラートの無作為化比較試験－多
施設共同、オープン試験－

川田　一仁 第二内科 0
公立大学法人
横浜市立大学

起業活動支援およびアントレプレナーシップ教
育の場で使用するケーススタディ教材の製作と
講義・実習

天野　優子
産学連携・知財活用
推進センター

0
公益財団法人
医療機器セン
ター

日本における関節リウマチ患者の生物学的製剤
効果不十分例に対するペフィシチニブへの切り
替え効果を調査する後ろ向きチャートレビュー
研究

小川　法良 第三内科 16,500
公益財団法人
神戸医療産業
都市推進機構

循環器疾患診療実態調査（JROAD）のデータ
ベースによる心臓サルコイドーシスの診療実態
調査と二次調査に基づく診断・治療プロトコール
の策定に関する研究」（MYSTICS）

前川　裕一郎 内科学第三講座 27,000

国立研究開発
法人国立循環
器病研究セン
ター
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慢性骨髄性白血病におけるチロシンキナーゼ
阻害剤との長期併用時のTM5614の安全性・有
効性を検証する第Ⅲ相試験

小野　孝明 輸血・細胞治療部 0
国立大学法人
東北大学

転移性去勢抵抗性前立腺癌に対するアパルタ
ミドの有効性・安全性の評価を目的とした多施
設共同単群試験

三宅　秀明 泌尿器科学講座 1,650,000
国立大学法人
神戸大学

  転移性尿路上皮がんに対する逐次薬物利用
におけるリキッドバイオプシーの有用性を検討
する多施設共同前向き観察研究

三宅　秀明 泌尿器科学講座 0
国立大学法人
筑波大学

ネフローゼ型膜性腎症に対するリツキシマブ（遺
伝子組換え）の有効性及び安全性を検証する
多施設共同プラセボ対照無作為化二重盲検並
行群間比較試験

安田　日出夫 内科学第一講座 1,000,000

国立大学
法人東海
国立大学
機構

胃癌のCT画像を用いた深層学習による胃癌診
断と臨床転帰の予測モデル構築の試み

齊藤　岳児
次世代創造医工情報
教育センター

195,000
静岡県立
静岡がん
センター

70歳以上のEpidermal Growth Factor Receptor
activating mutation positive未治療進行・再発
非小細胞肺癌に対するオシメルチニブの至適
投与量に関する多施設共同研究（ 研究略名:
MONEY、研究番号: CSPOR-LC09 ）

須田　隆文 内科学第二講座 0

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

重度腎機能低下患者のサクビトリルバルサルタ
ン投与時における高カリウム血症発現頻度の多
機関共同後方視的研究

清水　幹裕 臨床研究センター 50,000

公益財団
法人ふじの
くに医療城
下町推進
機構

エンホルツマブ ベドチンによる皮膚障害の発症
様式に関する多機関共同観察研究

松下　雄登 泌尿器科 0
国立大学
法人京都
大学

リンゲル液負荷によるERCP後膵炎予防に関す
るランダム化比較対照研究

杉本　健 内科学第一講座 0
国立大学
法人三重
大学

未治療進行・再発非小細胞肺癌に対するペム
ブロリズマブの至適投与量に関する試験

須田　隆文 内科学第二講座 0

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

浜松市児童青年期メンタルヘルス支援人材育
成事業業務委託

土屋　賢治
子どものこころの発達
研究センター

6,000,000 浜松市

Tokai Network for Global Leading Innovation
（Tongali）

山本　清二
産学連携・知財活用
推進センター

1,064,700
国立研究開発
法人科学技術
振興機構

イメージング質量分析による動態評価技術の新
規モダリティ薬剤への適応展開

瀬藤　光利 細胞分子解剖学講座 46,000,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構
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ナノスーツ法による精子形態評価の機
械学習アルゴリズムの開発

宗 修平 生殖周産期医学 10,493,561

3,900,000

ネフローゼ型膜性腎症に対するリツキシマブの
検証的医師主導治験の実施

成人発症スチル病（AOSD）に対する5-アミノレ
ブリン酸塩酸塩／クエン酸第一鉄ナトリウム（5-
ALA HCL/SFC）投与の医師主導治験

小川　法良 第三内科 1,950,000
国立大学法人
長崎大学

誰でも名精神科医に：客観定量的行動解析の
活用による双極性障害診断精度の改良とそれ
による治療支援法の開発

山末　英典 精神医学 6,760,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

シリコン製巻き付け式の弾性着衣着用補助具の
開発

佐野　真規 第二外科 1,924,520
国立研究開発
法人科学技術
振興機構

Tokai Network for Global Leading Innovation
（Tongali）

山本　清二
産学連携・知財活用
推進センター

2,600,000
国立研究開発
法人科学技術
振興機構

安田　日出夫 内科学第一講座 1,690,000
国立大学法人
東海国立大学
機構

単純ヘルペスチミジンキナーゼ発現エピソーマ
ルベクターによる間葉系幹細胞製剤の非ウイル
ス的製法の開発

山﨑　友裕 脳神経外科 4,852,000

国立大学法人
北海道大学

国立大学法人
東海国立大学
機構

国立大学法人
神戸大学

経食道運動誘発電位に用いる刺激電極の開発 椎谷　紀彦 外科学第一講座 96,686,684
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

ビフィズス菌を利用した経口がんワクチンによる
進行性尿路上皮癌を対象とした医師主導治験

田村　啓多 泌尿器科学講座

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

Tokai Network for Global Leading Innovation
（Tongali）

中村　和正
産学連携・知財活用
推進センター

0
国立研究開発
法人科学技術
振興機構

RhoBTB2機能異常による新規てんかんモデル
動物を用いた遺伝子サイレンシング治療法の確
立

才津　浩智 医化学講座 3,181,819
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(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文
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1 Original Article

2 Original Article

3 Case report

4 Case report

5 Case report

6 Original Article
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8 Case report

9 Original Article
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発表者氏名
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特定機能病院における所属
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雑誌名・
出版年月等

小泉　慎一郎 脳神経外科
[Innovations in Combined Surgery of Endoscopic
Transsphenoidal Surgery and Craniotomy].

No shinkei geka.
Neurological surgery
2023.7

坂野　友啓
寄附講座 森町地域包括ケ
ア講座

5-year outcomes of surgical intervention in patients
with adult spine deformity according to preoperative
5-item modified frailty index scores.

Spine deformity 2024.2

福地　健祐 皮膚科

A case of bullous pemphigoid in a malignant
melanoma patient following an increased Th2/Th1
ratio in peripheral blood cells after nivolumab
treatment.

European journal of
dermatology : EJD
2023.10

諏訪　賢一郎
内科学第三講座（循環器・血
液・免疫リウマチ内科学分
野）

A Case of Coronary Arteritis and Myocardial
Involvement With Associated IgG4-Related Disease.

JACC. Case reports
2023.5

尾﨑　公美 放射線科

A case of focal nodular hyperplasia-like lesion
presenting unusual signal intensity on the
hepatobiliary phase of gadoxetic acid-enhanced
magnetic resonance image.

Radiology case reports
2023.9

彦谷　明子 眼科
A case of siblings with juvenile retinitis pigmentosa
associated with NEK1 gene variants.

Ophthalmic Genet 2023.5

柄山　正人 腫瘍センター
A predictive model for acute exacerbation of
idiopathic interstitial pneumonias.

The European respiratory
journal 2023.5

岩倉　考政 第一内科

A Rare Case of Sporadic Medullary Cystic Kidney
Disease with Rapidly Progressive Renal Dysfunction
and Renal Enlargement Complicated by Idiopathic
Nodular Glomerulosclerosis.

Internal medicine (Tokyo,
Japan) 2024.2

津田　和政 第一外科
A simple method of functional posterior leaflet height
reduction with the loop technique to avoid systolic
anterior motion.

JTCVS techniques
2023.12

成味　太郎 第三内科
Actual conditions of atrial septal lead implantation
and the factors related to successful implantation.

Journal of cardiology
2023.4

（様式第3）



11 Original Article

12 Original Article

13 Original Article

14 Original Article

15 Original Article

16 Letter

17 Original Article

18 Original Article

19 Original Article

20 Original Article

21 Original Article

22 Review

北濵　義博
寄附講座 先進ロボット手術
開発学講座

Advancements and Challenges in Robot-Assisted
Bone Processing in Neurosurgical Procedures

Neurospine 2024.3

石田　夏樹
内科学第一講座（消化器・腎
臓・脳神経内科学分野）

Albumin change predicts failure in ulcerative colitis
treated with adalimumab.

PloS one 2024.1

鈴木　勇三
内科学第二講座（内分泌・呼
吸・肝臓内科学分野）

Assessment of malnutrition-related risk in patients
with idiopathic pleuroparenchymal fibroelastosis.

ERJ open research 2023.5

渡邉　弘充 泌尿器科学講座

Assessments of therapeutic effects according to
timings for combined therapy with axitinib and
immune check point inhibitor in a mouse renal cell
carcinoma model.

Scientific reports 2023.7

伊藤　純哉 麻酔科蘇生科
Association Between Early Hyponatremia and Clinical
Outcomes in Critically Ill Patients: A Retrospective
Cohort Study

Cureus 2024.3

影山　玲子 皮膚科学講座

Author reply to "Response to 'A case of acquired
idiopathic generalized anhidrosis following severe
acute respiratory syndrome coronavirus 2
vaccination'".

The Journal of
dermatology 2024.1

榎本　泰典 再生・感染病理学講座
Autocrine TGF-beta-positive feedback in profibrotic
AT2-lineage cells plays a crucial role in non-
inflammatory lung fibrogenesis.

Nature communications
2023.8

辻　尚子 血液浄化療法部
BAM15 treats mouse sepsis and kidney injury, linking
mortality, mitochondrial DNA, tubule damage, and
neutrophils

 2023.4

福田　冬季子
寄附講座 浜松成育医療学
講座

Blood glucose trends in glycogen storage disease
type Ia: A cross-sectional study.

Journal of inherited
metabolic disease 2023.4

角谷　基文
子どものこころの発達研究セ
ンター

Brief reports: Influence of Friendship on Loneliness
among Adolescents with Autism Spectrum Disorders
in Japan

Journal of Autism and
Developmental Disorders
2023.4

宮下　晃一 第二内科

Changes in the characteristics and outcomes of
COVID-19 patients from the early pandemic to the
delta variant epidemic: a nationwide population-based
study.

Emerging microbes &
infections 2023.12

飯嶋　重雄
寄附講座 地域周産期医療
学講座

Clinical Dilemma Involving Treatments for Very Low-
Birth-Weight Infants and the Potential Risk of
Necrotizing Enterocolitis: A Narrative Literature
Review

Journal of Clinical
Medicine 2023.12



23 Original Article

24 Original Article
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　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断され
るものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り
記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るもので
あること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っ
ている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当
該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該
当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。



(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

6 Original Article

7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article

13 Original Article

14 Original Article

15 Original Article

16 Original Article

17 Original Article

18 Original Article

19 Original Article

20 Original Article

21 Original Article

22 Original Article

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

阪田　麻裕
外科学第二講座（消化器・血
管外科学分野）

「若手教育の光と影」　未来の指導者となる若手医師
の教育

日本外科学会雑誌

大石　彰
中央診療施設（診療部門）
周産母子センター

「乳幼児健診アップデート～小児科と眼科の連携」
新生児・乳児の視覚スクリーニング　産科クリニック乳
児健診での導入を目指して

眼科臨床紀要

大場　健司 医学教育推進センター
【COVID-19パンデミック後の医学・医療者教育】学生
用ポケットエコー16台による超音波教育の成果と課題

医学教育

山末　英典 精神医学講座
【オキシトシンの向精神作用と精神疾患治療応用への
展望】オキシトシン経鼻投与の応用による自閉スペクト
ラム症中核症状治療薬の開発

医学のあゆみ

阪田　麻裕
医学科 外科学第二講座（消
化器・血管外科学分野）

【気になるポイント"即"チェック!キーワード45でサクッと
理解　消化器ドレーン・チューブ事典】使用器具

消化器ナーシング

中島　芳樹 医学科 麻酔・蘇生学講座
【最新主要文献とガイドラインでみる　麻酔科学レ
ビュー　2023】吸入麻酔薬

麻酔科学レビュー

吉田　剛 整形外科
【術中脊髄機能モニタリングのUP TO DATE】経頭蓋
刺激運動誘発電位のアラームポイントとレスキュー操
作

脊椎脊髄ジャーナル

吉田　剛 整形外科
【術中脊髄機能モニタリングのUP TO DATE】成人脊
柱変形手術に対するモニタリング

脊椎脊髄ジャーナル

坊岡　英祐 第二外科
【食道癌・胃癌・大腸癌,最近の診療を知る】食道癌
食道癌の集学的治療

診断と治療

黒住　和彦 脳神経外科学講座
【多様化する脳神経外科専門分野における協調】悪
性脳腫瘍　基礎研究と臨床開発の協調

脳神経外科ジャーナル

安井　秀樹 臨床研究センター COPDにおける気道系の定量的CT解析 呼吸器内科

関原　圭吾 第一外科
EGFR遺伝子変異の有無により層別化した喫煙者の
肺癌切除後の予後解析

日本呼吸器外科学会雑誌

尾﨑　公美 放射線科
Gd-EOB-DTPA造影MRIによる肝良性腫瘍，非腫瘍
性病変の画像診断

日本磁気共鳴医学会雑誌

坊岡　英祐 第二外科
Malnutrition Universal Screening Tool(MUST)による
食道切除術後合併症の予測

外科と代謝・栄養

関原　圭吾 第一外科
Mycobacterium avium感染巣による続発性気胸に対し
て胸腔鏡補助下舌区切除を行った1例

結核

片橋　一人
外科学第二講座（消化器・血
管外科学分野）

Parks-Weber syndromeに伴う右浅大腿動脈瘤破裂に
ステントグラフトを留置した一例

日本血管外科学会雑誌

鷲山　直己 第一外科
shaggy aortaを伴う大動脈瘤に対する対策と手術成績
Shaggy aortaを伴う弓部大動脈瘤手術におけるBrain
isolation法の塞栓症防止効果の検討

日本血管外科学会雑誌

坊岡　英祐 第二外科
Siewert type 2食道胃接合部腺癌に対する術前化学
療法の有用性の検討

日本消化器外科学会総会

清水　雄太 整形外科学講座
THA術後の下肢運動機能回復は術前の栄養状態が
影響するか

日本人工関節学会誌

竹内　裕也
外科学第二講座（消化器・血
管外科学分野）

がん微小環境から解き明かすリンパ節転移　リンパ節
転移と腫瘍外科学の進歩

リンパ学

高山　理和 眼科 クリスタリン網膜症の長期的ERG変化 眼科臨床紀要

石川　貴充 小児科学講座
クリニカルトピックス　川崎病患者における動脈硬化進
展の病態を探る

BIO Clinica
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宮入　烈 小児科学講座
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)ゲノム解析シス
テムの臨床応用

日本小児科学会雑誌

秋永　智永子 周産母子センター
レミマゾラムによるアナフィラキシーショックを疑った全
身麻酔症例-手術続行は何をもとに判断するか

蘇生

船井　和仁 第一外科
ロボット支援下手術に特有に起きる合併症とその対策
開胸移行例からみるロボット手術の合併症

日本呼吸器外科学会雑誌

鷲山　直己 第一外科
遠隔期を見据えた慢性B型解離の治療選択と工夫
遠隔期を見据えた慢性B型大動脈解離に対する治療
戦略

脈管学

伊藤　泰介 皮膚科学講座
外的要因と抜け毛　新型コロナウイルス感染症も含め
て

皮膚と美容

坊岡　英祐 第二外科
胸腔鏡下食道切除術と比較したロボット支援下食道
切除術の有用性の検討

日本外科学会定期学術集
会抄録集

宮入　烈 小児科学講座
健康保険組合データベースを用いた小児インフルエ
ンザ外来患者の重症化抑制効果に関するバロキサビ
ルマルボキシルとノイラミニダーゼ阻害剤の比較検討

日本小児感染症学会総
会・学術集会プログラム・
抄録集

磯村　直美 産科婦人科
抗凝固療法の前後で比較した胎盤病理組織学的所
見の検討

日本周産期・新生児医学
会雑誌

坊岡　英祐 第二外科
高齢食道癌患者に対する簡易栄養状態評価表による
食道切除術後合併症の予測

日本食道学会学術集会プ
ログラム・抄録集

鷲山　直己 第一外科
私の(秘)テクニック2(胸部)　左開胸低体温循環停止
下の選択的脳灌流法

日本血管外科学会雑誌

山末　英典 精神医学講座 自閉スペクトラム症とオキシトシン経鼻剤 糖尿病・内分泌代謝科

伊藤　泰介 皮膚科学講座
重症円形脱毛症患者に対するバリシチニブの長期有
効性　BRAVE-AA1/AA2試験

日本皮膚科学会雑誌

伊藤　泰介 皮膚科学講座
重症円形脱毛症患者のSALTによる頭部の反応別で
の眉毛/睫毛の再発毛(バリシチニブBRAVE-AA試験)

日本皮膚科学会雑誌

武田　真
外科学第二講座（消化器・血
管外科学分野）

消化器外科手術におけるSSI低減にむけた取り組み 日本外科感染症学会雑誌

武田　真
外科学第二講座（消化器・血
管外科学分野）

消化器外科手術における手術切開創に対するイソジ
ン消毒の有用性

日本創傷治癒学会プログ
ラム・抄録集

坊岡　英祐 第二外科
食道亜全摘術後ミニトラック留置により晩期的に気管
内肉芽形成を認めた一例

日本気管食道科学会会報

菊池　寛利
外科学第二講座（消化器・血
管外科学分野）

食道癌における至適なリンパ節郭清のコツ 至適剥離
層を意識した上縦隔操作による確実なリンパ節郭清と
反回神経麻痺の低減

日本外科系連合学会誌

清水　雄太 整形外科学講座
人工股関節再置換術後にKTプレートが破損，カップ
が脱転し再々置換を要した2例

中部日本整形外科災害外
科学会雑誌

山末　英典 精神医学講座 性差と自閉スペクトラム症 精神医学

有馬　秀幸
次世代創造医工情報教育セ
ンター

成人脊柱変形に対する矯正固定術後の三次元歩行
解析　歩行改善不良例の特徴は?

Journal of Spine Research

有馬　秀幸
次世代創造医工情報教育セ
ンター

成人脊柱変形に対する長範囲矯正固定術後5年時の
臨床アウトカム良好群と不良群の比較から判断する手
術タイミング

Journal of Spine Research

有馬　秀幸
次世代創造医工情報教育セ
ンター

成人脊柱変形に対する長範囲矯正固定術後の愁訴
改善および術後の日常生活動作障害　年代による違
いはあるか?

Journal of Spine Research

乾　直輝 臨床薬理学講座
静岡県の大学院大学・医科大学より「浜松医科大学
臨床薬理学講座のご紹介」

静岡県医師会報

黒須　健太 整形外科
脊髄髄内腫瘍手術における経頭蓋刺激筋誘発電位
術中モニタリング　術後神経障害はどの程度出現し,
何%が術前レベルまで改善したか?

Journal of Spine Research
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(注) 1

2

石川　貴充 小児科学講座 川崎病既往患者と動脈硬化に関する研究 アレルギーの臨床

漆畑　伶 小児科
前頭洞炎の頭蓋内・頭蓋骨外進展： Pott's puffy
tumorと硬膜下膿瘍を発症した２症例の報告

浜松医科大学小児科学雑
誌

小林　賢輔 麻酔科蘇生科
帯状疱疹後神経痛の治療経過中に上肢発汗の左右
差を契機に肺がん診断に至った1例

日本ペインクリニック学会
誌

宗　修平
寄附講座 生殖周産期医学
講座

第1子,第2子が男児の場合,第3子も男児が生まれる
確率は本当に高いのか?　子どもの健康と環境に関す
る全国調査(エコチル調査)

日本生殖医学会雑誌

宗　修平
寄附講座 生殖周産期医学
講座

男性不妊症に関する情報提供が精液検査の受診行
動に与える効果

日本生殖医学会雑誌

吉田　剛 整形外科
直接神経刺激・運動誘発電位を用いた馬尾神経鞘腫
切除術の術後運動障害の予防

日本整形外科学会雑誌

船井　和仁 第一外科
低侵襲手術時代の開胸手術の教育　カダバーサージ
カルトレーニングの活用

日本外科学会定期学術集
会抄録集

紫藤　洋二 整形外科 軟部転移を繰り返す大腿原発粘液型脂肪肉腫の1例
中部日本整形外科災害外
科学会雑誌

飯嶋　重雄
寄附講座 地域周産期医療
学講座

平成時代における新生児診療に関する医療訴訟の
分析

浜松医科大学小児科学雑
誌

中島　芳樹 麻酔・蘇生学講座 麻酔科学　レミマゾラム　わが国からのエビデンス 医学のあゆみ

北形　綾一 小児科
扁摘パルス療法が有効であった反復性IgA血管炎お
よび紫斑病性腎炎の一例

浜松医科大学小児科学雑
誌

武田　真
外科学第二講座（消化器・血
管外科学分野）

膵頭十二指腸切除を施行した胆道癌の予後因子の
解析

日本外科学会定期学術集
会抄録集

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なもの
を記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

ア 倫理委員会の役割・責務等 

イ 倫理委員会の業務 

ウ 倫理委員会の運営 

エ 倫理委員会における審査 

オ 倫理委員会事務局の業務 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

ア 利益相反マネジメントの目的・対象・対象者 

イ 利益相反マネジメント委員会の設置・審議事項・組織 

ウ 利益相反マネジメントのための調査方法 

エ 審議、勧告、決定等の手続き 

オ 臨床研究に関する調査等 

カ 研修・啓発活動 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年5回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 



① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年20回 

 ・研修の主な内容 

ア 臨床研究の倫理 

イ 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針 

ウ 臨床研究に関する法規制 
エ 臨床研究における研究不正と行動規範 
オ 臨床試験の計画と準備、実施医療機関の組織と運用 
カ 被験者の募集、組み込みと参加継続 
キ 臨床研究とデータサイエンス 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

内科プログラム、精神科プログラム、小児科プログラム、外科プログラム、脳神経外科プログラ

ム、整形外科プログラム、皮膚科プログラム、泌尿器科プログラム、眼科プログラム、耳鼻咽喉

科・頭頚部外科プログラム、産婦人科プログラム、放射線科プログラム、麻酔科プログラム、リ

ハビリテーション科プログラム、形成外科プログラム、臨床検査プログラム、病理診断科プログ

ラム、救急科プログラム、総合診療プログラム、口腔外科専門医取得プログラム 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数          89人 
（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

大橋 温 内科 特任准教授 28年  
杉本 健 消化器内科 教授 31年  
安田 日出夫 腎臓内科 准教授 29年  
松下 明生 内分泌・代謝内科 講師 31年  
藤澤 朋幸 呼吸器内科 講師 27年  
川田 一仁 肝臓内科 准教授 25年  
前川 裕一郎 循環器内科 教授 29年  
永田 泰之 血液内科 病院講師 21年  
小川 法良 免疫・ﾘｳﾏﾁ内科 病院准教授 39年  
中村 友彦 脳神経内科 教授 29年  
山末 英典 精神科神経科 教授 26年  
宮入 烈 小児科 教授 29年  
竹内 裕也 外科 教授 32年  
鷲山 直己 心臓血管外科 病院准教授 32年  
船井 和仁 呼吸器外科 特任教授 28年  
小泉 圭 乳腺外科 病院講師 23年  
竹内 裕也 消化器外科 教授 32年  
犬塚 和徳 血管外科 講師 27年  
黒住 和彦 脳神経外科 教授 27年  
松山 幸弘 整形外科 教授 36年  
本田 哲也 皮膚科 教授 24年  
稲元 輝生 泌尿器科 教授 26年  
兼子 裕規 眼科 教授 22年  
三澤 清 耳鼻咽喉科 教授 29年  
伊東 宏晃 産科婦人科 教授 38年  
五島 聡 放射線科 教授 24年  
中村 和正 放射線科 教授 36年  
中島 芳樹 麻酔科蘇生科 教授 37年  
増本 一真 歯科口腔外科 教授 30年 (歯科医師免許：30年) 
山内 克哉 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 教授 30年  



中川 雅裕 形成外科 教授 33年  
乾 直輝 臨床薬理内科 教授 31年  
岩泉 守哉 検査部 准教授 24年  
馬場 聡 病理診断科 病院教授 39年  
澤井 利夫 小児外科 特任教授 35年  
渥美 生弘 救急科 教授 28年  
(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

看護部は、社会のニーズに応えられる大学病院の看護専門職として、倫理に基づいた、質の高い

看護を提供できる創造性のある看護職の育成を目指して、研修を行っている。5段階のキャリアラ

ダーを導入しており、各ラダーに求められる能力（看護実践能力・組織的役割遂行能力・自己教

育研究能力）の習得を目標にラダー別の研修を実施している。その他に、院内認定静脈注射研修

、院内認定がん看護専門教育コース、院内認定倫理コーディネーター養成コースの研修を実施し

ている。また、全職員を対象とした、BLS、ICLS、講演会等も実施している。 

 ・研修の期間・実施回数 

 期間：令和5年4月～令和6年3月  看護部研修：82研修  延べ研修時間：412時間 

 ・研修の参加人数 

受講者人数：延べ6133人 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 上記① 参照 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

①がん看護教育コース研修 

②多施設新人看護職員研修（フィジカルアセスメント呼吸・循環、BLS、摂食嚥下、褥瘡予防 

など） 



③管理研修：職場管理上の課題解決研修 

④専門・認定看護師連絡会主催公開研修 

（急変の予兆と異常の早期発見、災害看護～超急性期～、がん放射線療法看護） 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

①全8回コース 延べ12時間   6人 

②全2回コース 延べ12時間   60人 

③全4回コース 延べ14時間   20人 

④全3回コース 延べ3時間    10人 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 松山 幸弘 

  管理担当者氏名 総務課長：大隅孝文／人事課長：川西健二／医事課長：服部次男／ 
病院総務課長：大石真由美 

医療安全管理室長：竹内裕也／感染制御センター長：古橋一樹 

薬剤部長：川上純一／放射線部長：五島聡／手術部長・医療機器管理部長：中島芳樹 

看護部長：佐々木菜名代／診療情報管理部長：杉本健 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 病院総務課 全科電子カルテを導入。 
カルテは、一患者1ＩＤ
とし、入院及び外来とも
に診療情報室において
保存管理している。 
診療録の院外持ち出し
は禁止している。 

各科診療日誌 医事課 
処方せん 薬剤部 
手術記録 医事課 
看護記録 医事課 
検査所見記録 医事課 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 医事課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

 
医事課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事課  
高度の医療の提供の実績 病院総務課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課・病院総務課 

高度の医療の研修の実績 病院総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課・薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

病院総務課・医療安全管
理室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

病院総務課・医療安全管
理室 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

病院総務課・医療安全管
理室 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

病院総務課・医療安全管
理室 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

病院総務課・感染制御セ
ンター 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

病院総務課・感染制御セ
ンター 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

病院総務課・感染制御セ
ンター 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

病院総務課・感染制御セ
ンター 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療機器管理部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療機器管理部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療機器管理部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療機器管理部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

病院総務課・医療安
全管理室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

病院総務課・感染制
御センター 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医事課・診療情報管
理部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課・診療情報管
理部 

医療安全管理部門の設置状況 病院総務課・医療安
全管理室 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

病院総務課・医療安
全管理室 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

薬剤部 

監査委員会の設置状況 病院総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

病院総務課・医療安
全管理室 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

病院総務課・医療安
全管理室 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

病院総務課・医療安
全管理室 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

病院総務課・医療安
全管理室 

職員研修の実施状況 病院総務課・医療安
全管理室 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

病院総務課・医療安
全管理室 

管理者が有する権限に関する
状況 

病院総務課・人事課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

企画評価課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

総務課長　大隅　孝文

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧責任者氏名 事務局次長（総務・教育担当）　髙木　雅弘

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要
独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律（平成13年法律第140号）に基づき、国籍、住
所、年齢、個人及び法人を問わず、浜松医科大学の保有する法人文書の開示を請求することができ
る。開示請求を受理してから、30日以内（請求の内容によってはそれ以上の日数を要する場合もある。）
に開示又は不開示を決定し、開示請求者に通知する。開示請求者が開示の実施申出において閲覧を
選択した場合、当該諸記録の閲覧ができる。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・総務課情報公開室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
１安全管理に関する基本的な考え方 

   ２医療に係る安全管理のための委員会その他組織に関する基本的事項 
   ３医療に係る安全教育のための職員研修に関する基本方針 
   ４事故報告の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に 
関する基本方針 

   ５医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
   ６職員と患者との間の情報共有に関する基本方針 
   ７患者からの相談への対応に関する基本方針 
   ８その他医療安全の推進のための必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 12 回 
・ 活動の主な内容： 
医療安全管理体制の確保に関すること 
  医療事故等の把握、分析、対処改善、評価及び見直しに関すること 
    医療に係る安全管理のための職員の研修に関すること 
    その他の医療の安全管理に関すること 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 7 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
【医療安全講習会】  

    3回（全職員対象） 
   【職種・部署別】 
    新採用職員ガイダンス：1回、新採用看護師研修：2回 
看護師採用時研修：e-learning、看護助手採用時研修：e-learning 、 
看護助手研修：1回、静脈注射院内認定看護師研修：e-learning 
新採用・中途採用職員（看護部職員以外）：e-learning 
看護職員（育休復帰者）：e-learning 

 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
収集した情報をもとに、A)外部参加型事例調査、B）院内事例調査、 
C）M&Mカンファレンス、D)部署内検証レビュー、E)医療安全管理室の 
カンファレンス、F)医師並びに看護師GRMが検証、G)検証不要に分類し 
必要なスタッフで事例検証し、問題点を分析し、改善策を立案し、 
現場スタッフにフィードバックしている。 

 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
1.院内感染対策に関する基本的な考え方 
 2.院内感染対策に関する管理組織機構 
 3.従業者研修に関する基本方針 
 4.感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
 5.アウトブレイクあるいは異常発生時の対応に関する基本方針 
 6.患者等への情報提供と説明に関する基本方針 
 7.感染対策に関する地域医療機関との連携 
 8.その他院内感染対策及び抗菌薬適正使用推進のための基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 1.院内感染対策の検討・推進 
 2.院内感染防止の対応及び原因究明 
 3.院内感染等の情報収集及び分析（抗菌薬の使用状況、分離菌種などの情報を含む） 
 4.院内感染防止策及び抗菌薬適正使用等に関する従業者の教育・研修 
 5.従業者の感染管理 
 6.その他院内感染対策に関する事項 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 39 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 【院内感染対策講習会】  
3回（全職員対象） 

 【職種・部署別】  
研修医ガイダンス 1回（感染対策実習：手洗い、安全装置付き針の取り扱い） 

   新採用看護師研修 1回 77名 
   新採用・中途採用職員への感染対策講習  計 256 名（医師144名、研修医26名、看護師 
   7名、コメディカル46名、事務33名） 
   受託実習生感染対策講習 計 12 部署 80名（リハビリテーション部、放射線部、検査部、 
  病理部、手術部、薬剤部、精神科、医療機器管理部、NST、栄養部、眼科、看護キャリア開発 
   センター） 
   部署別感染対策勉強会：2回（4階西病棟小児科、5階西病棟第二外科） 
 【委託・派遣業者】  
   委託・派遣職員感染対策講習 30回（11社、計106名） 
    
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
   ・ICTラウンド（週1回）、病棟環境ラウンドおよびサニタリーラウンドによる感染対策の実 
   施状況および環境整備の確認 
   ・耐性菌発生状況の把握とアウトブレイク介入基準に基づく介入、および血液培養陽性患者 
    の把握と評価 
   ・広域抗菌薬、抗MRSA薬、抗真菌薬使用患者のモニタリングと抗菌薬適正使用の評価 
   ・感染対策に関する介入を要した事例の部署別ミーティングの実施 
   ・院内Web内の感染対策ホームページへの掲載、ICT NEWSの発行、感染対策情報の回覧等によ
    る感染情報の提供 
   ・院内感染対策ポケットマニュアルの作成と配布 
   ・抗菌薬適正使用支援ポケットマニュアルの作成と配布 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 3  回 

 
 ・ 研修の主な内容：ヒューマリンR注の使用について 
                     抗菌薬適正使用（ラウンド、薬剤耐性菌） 
                     抗菌薬適正使用（フォーミュラリー） 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
  各部門にあわせたチェックシートを作成し、医薬品安全管理・使用の確認を実施している。 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
未承認薬の使用は無し。以下の適応外使用の事例があった。 
・副腎皮質癌に対するストレプトゾシンの使用 
・ECHS1欠損症の患児に対するバリン制限食(ロイシン･イソロイシン･バリン除去ミルク)の使用 
・血管型エーラスダンロス症候群患者に対するβ遮断薬(セリプロロール)投与 
・TSH産生下垂体腫瘍に対する薬物治療への反応性を評価するためのオクトレオチド注射液の使用 
・小児クローン病患者に対するリサンキズマブの投与 
・人工呼吸管理時の鎮静薬としてレミマゾラムを使用する 
・陰茎癌に対するPTX+IFM+CDDP 
・再発難治性松果体芽腫に対するTMZ+IRI+BEV療法 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
・薬剤師による処方監査・処方確認および入院患者への処方確認時に使用目的を確認し、必要に応じ
て疑義照会および処方確認を実施している。 
・病棟担当薬剤師が病棟での診療科カンファレンスに参加し患者の薬物治療について情報を収集し、
適応外使用の可能性がある場合には医薬品安全管理室や医薬品情報管理室薬剤師とその都度情報を
共有している。 
・適応外使用の予定がなされた場合、診療倫理委員会事務局から医薬品情報管理室へ個々の適応外使
用のリスクについて相談する体制を取っている。医薬品情報管理室から病棟担当者や調剤室など関連
する部門へ適応外使用の情報を共有している。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 105 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
７種の機種（本院は診療用粒子線照射装置を持たず）を含む医療機器の有効性や安全性、使用法、保
守点検、不具合発生時の報告手順、法令上遵守すべき事項の確認を中心に実施した。 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
機器に添付される取り扱い説明書を元に、記載された点検項目に従い点検を実施した。 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 
 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
①集中治療室（ICU）の24時間日当直体制を実施し、一般病棟を含む医療機器に関連した問い合わせ
の連絡があった場合には、直ちに対応可能な体制としている。 
 
②病棟等で使用する人工呼吸器の使用中点検を中心に、各病棟を臨床工学技士が巡回している。 
 
③各病棟から医療機器を回収するスタッフを配置し、使用終了直後に医療機器を回収し、効率よく医
療機器を運用している。 
 
④新規医療機器購入前から、医療機器管理部スタッフ1名以上が選定に関わり、安全性や操作性等に
ついて評価して購入を行っている。 
 
⑤医療機器に関する安全情報を収集し、該当する医療機器があるかを確認している。該当する機器が
ある場合には、医療機器管理部スタッフから関連する多職種スタッフへ情報の周知や対応のアナウン
スを実施している。 
 
⑥新規医療機器に関する説明会を使用するスタッフへ広く受講できる様、e-learningシステムを積極
的に活用している。 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び 
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
「浜松医科大学医学部附属病院医療安全管理規程」を定め統括しています。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 5 名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

・情報の整理は薬剤部医薬品情報管理室にて実施している。 

・情報の周知は添付文書改訂の通知を定期的に実施している。また医薬品安全性情報等の通知 

および当該医師への伝達、DIニュースの発行などを必要に応じて実施している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

・未承認薬等による治療が必要になった場合、治療を実施する医師は薬剤部に照会する。また、 

病棟担当薬剤師が各部署への照会を仲介する体制もできている。 

・病棟業務や調剤時などに薬剤師が確認した際は医師に疑義照会などを実施している。 

・未承認等の医薬品(院内製剤を含む)の使用にあたって、薬剤管理委員会（未承認新規医薬品の 

担当部門）は、評価委員会からの意見を踏まえ、当該未承認新規医薬品等の適否、使用条件等 

について決定し、病院長の承認を得る。また、未承認新規医薬品等使用状況について事後検証し、 

その内容について病院長に報告する。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師   ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容



 
 
 

 

：各診療科より約 3冊ずつピックアップしたサンプル調査を実施（無作為抽出）、医療者の同席率と

IC 後の反応の記録について調査し、診療情報管理委員会にて報告を行った。 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

全症例について、入院診療計画書、手術記録、退院時要約、手術説明書・同意書、麻酔記録、アレル

ギー情報を確認。さらに多職種（医師、看護師、薬剤師、事務）による診療記録監査（入院診療計画

書、診療録、看護記録、薬剤記録、退院時要約、手術記録、説明同意書）をサンプル調査にて実施。

診療情報管理委員会にて報告を行った。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（ 3 ）名、専任（ 4 ）名、兼任（ 12 ）名 

 うち医師：専従（ 1 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 4 ）名 

 うち薬剤師：専従（ 1 ）名、専任（ 1 ）名、兼任（ 0 ）名 

 うち看護師：専従（ 1 ）名、専任（ 2 ）名、兼任（ 2 ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

医療事故及びインシデントの収集、調査、分析に関すること。 
  医療事故防止対策の立案及び周知に関すること。 
  リスクマネージャーとの連絡調整に関すること。 
  医療事故防止に係る病院内の巡視・点検・評価に関すること。 
  医療事故防止に係る教育・研修・啓発の立案に関すること。 
  医療事故防止対策マニュアルの作成に関すること。 
  医療事故等に係る診療録等記載の確認、指導に関すること。 
  医療事故等に係る対応状況の確認、指導に関すること。 
  病院医療安全管理委員会の庶務に関すること。 
  医療安全に資する診療の状況の把握及び職員の医療安全の認識の状況の確認に関すること。 
【モニタリングの具体例】 
  ・放射線診断重要レポートに対し検査を依頼した医師が対応したかのモニタリング 
  ・中心静脈挿入時のチェックリスト 
  ・コードブルー発生件数 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 13 件）、及び許可件数（ 12 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 



 
 
 

 

病院で行う新規医療技術の導入の申請に対し倫理的・科学的妥当性について審査、確認及び 

事後検証を行う。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 0 件）、及び許可件数（ 0件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

当院では薬剤部・薬剤管理委員会を未承認新規医薬品等の担当部門としており、「当院で使用し

たことのない医薬品であって、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する

法律における承認または認証を受けていないもの」の導入に際して、以下の項目について審査を

行っている。 

・当該未承認新規医薬品等と既存の医薬品とを比較した場合の優位性（予測される有害事象の重

篤性、頻度等の安全性等の観点を含む。） 

・未承認新規医薬品等の使用条件（使用する医師又は歯科医師の制限等） 

・当該未承認新規医薬品等の使用に起因するものと疑われる有害事象の把握の方法 

  ・患者へのインフォームド・コンセントの方法 

  薬剤管理委員会での審議にあたり、未承認新規医薬品評価委員会を立ち上げて意見書を作成し、

薬剤管理委員会へ提出している。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 323 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも



 
 
 

 

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 75 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

収集した情報をもとに、A)外部参加型事例調査、B）院内事例調査、C）M&Mカンファレンス、 
D)部署内検証レビュー、E)医療安全管理室のカンファレンス、F)医師並びに看護師GRMが検証、 
G)検証不要に分類し、必要なスタッフで事例検証、問題点を分析、改善策を立案し現場スタッフ
にフィードバックしている。 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：   秋田大学医学部附属病院  ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名： 琉球大学病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

助言：高難度新規医療技術のインフォームドコンセントについて、厚生労働省が推奨するガイドラ 

インに則った項目を説明同意書へ明記し、同意を取ることが望ましい。 

改善：院内統一の説明同意書様式に、医療機関における過去の実績、設備・体制の整備状況、術者の 

専門的資格と経験、当該医療の有効性・合併症の重毒性・発生の可能性当の安全性の項目を必 

須記載とした。 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

医療安全患者相談窓口：医療安全管理室 

   責任者：医療安全管理室長 

   担当者：ゼネラルリスクマネージャー（ＧＲＭ）及び医事課医療安全推進係長 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

【医療安全講習会】 

３回（全職員対象） 

【職種・部署別】 

新採用職員ガイダンス：1回、新採用看護師研修：2回 

看護師採用時研修：e-learning、看護助手採用時研修：e-learning 、 

看護助手研修：1回、静脈注射院内認定看護師研修：e-learning 

新採用・中途採用職員（看護部職員以外）：e-learning 

看護職員（育休復帰者）：e-learning 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



 
 
 

 
 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者 令和 6年 2月 6日 2023 年度特定機能病院管理者研修（継続 3.5 時間） 

医療安全管理責任者 令和 6年 2月 6日 2023 年度特定機能病院管理者研修（継続 3.5 時間） 

 医薬品安全管理責任者 令和 6年 1月 15 日 2023 年度特定機能病院管理者研修（継続 3.5 時間） 

医療機器安全管理責任者 令和5年 12月 15日 2023年度特定機能病院管理者研修（継続3.5時間） 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

 令和５年１２月に日本医療機能評価機構の病院機能評価 「一般病院３ <3rdG:Ver.3.0>」を 

 受審した。 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 本院のホームページに認定証を掲載し、日本医療機能評価機構のホームページに掲載されている 

審査結果が閲覧できるようリンクを貼っている。 

・評価を踏まえ講じた措置 

Ｃ評価とされた BLS 研修について、改善に向けた取り組みを進めており、今後確認審査を受審予定

（申請中）である。 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

１．医師免許を有している者 

２．医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者 

３．病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者 

４．本学及び本院の理念に基づいた病院運営を遂行できる者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

大学ホームページにおいて公表 

 

 

 
 
 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

大学ホームページにおいて公表 

 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

山本 清二 浜松医科大学  医学部附属病院長候補者選考会議

規程第 3条第 1号に基づく学長が

指名する理事又は副学長。 

有・無 

渡邉 裕司 浜松医科大学 ○ 医学部附属病院長候補者選考会議

規程第 3条第 1号に基づく学長が

指名する理事又は副学長。 

有・無 

須田 隆文 浜松医科大学医学

部 

内科学第二講座 

 医学部附属病院長候補者選考会議

規程第 3条第 2号に基づく教授及

び准教授で構成される会議からの

選出。 

有・無 

中島 芳樹 浜松医科大学医学

部 

麻酔・蘇生学講座 

 医学部附属病院長候補者選考会議

規程第 3条第 3号に基づく病院運

営企画室会議からの選出。 

有・無 



 
 
 

 

紀平 幸一 静岡県医師会  医学部附属病院長候補者選考会議

規程第 3条第 4号に基づく学長が

委嘱する学外有識者医療・保健・

福祉全般に豊富な知見を有してい

るため。 

有・無 

御室 健一郎 浜松いわた信用金

庫 

 医学部附属病院長候補者選考会議

規程第 3条第 4号に基づく学長が

委嘱する学外有識者。 

法人経営や地域の経済・社会につ

いて豊富な知見を有しているた

め。 

有・無 

毛利  博 静岡県病院協会  医学部附属病院長候補者選考会議

規程第 3条第 4号に基づく学長が

委嘱する学外有識者。 

医療・保健・福祉全般に豊富な知

見を有しているため。 

有・無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院運営における中期目標、中期計画に関する事項（進捗状況のモニタリングを含む。） 

病院予算、業務実績報告に関する事項 

その他病院運営に関する事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

診療科長会議で報告を行っている。院内ホームページに議事内容を掲載している。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

   

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

松山 幸弘 ○ 医師 病院長 

前川 裕一郎  医師 副病院長（経営戦略担当） 

中島 芳樹  医師 副病院長（運営・管理担当） 

竹内 裕也  医師 副病院長（リスクマネジメント担当） 

佐々木菜名代  看護師 副病院長（患者サービス担当） 

三澤 清  医師 副病院長（渉外・広報担当） 

杉本 健  医師 第一内科主任診療科長 

宮入 烈  医師 小児科診療科長 

船井 和仁  医師 呼吸器外科診療科長 

黒住 和彦  医師 脳神経外科診療科長 

伊東 宏晃  医師 産科婦人科診療科長 

五島 聡  医師 医療放射線安全管理室長 

安田 日出夫  医師 医療福祉支援センター長 

川上 純一  薬剤師 薬剤部長 

増本 一真  歯科医師 歯科口腔外科診療科長 

西村 敏信  事務 事務局次長（病院担当） 



 
 
 

 
 

規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 
 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
病院長は、病院の業務を総括する。 

 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
副病院長（経営戦略担当） 
副病院長（運営・管理担当） 
副病院長（リスクマネジメント担当） 
副病院長（患者サービス担当） 
副病院長（渉外・広報担当） 
病院長特別補佐（医療DX推進担当） 
病院長特別補佐（地域貢献担当） 

 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
毎年1回開催される以下の会議・勉強会・研修会等に職員を参加させ、 
病院のマネジメントを担う人員の育成に努めている。 
・近畿・中部地区病院経営企画担当事務職員研修会 
・近畿・中部地区附属病院経営担当課長等会議 
・国立大学附属病院経営分析ワークショップ 
・国立大学附属病院課長補佐級研修会 
・国立大学附属病院係長級研修会 
・国立大学附属病院主任級研修会 
・国立大学附属病院初期研修会 
・国立大学附属病院若手職員研修会（医療訴訟等含む） 

 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 
 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

本院の安全管理体制について外の委員も含めた委員で監査・評価を実施する。 

 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

病院ホームページにおいて公表 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

熊田 恵介 岐阜大学医学

部附属病院 

〇 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 1 

坪佐 恭宏 静岡県立静岡

がんセンター 

 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 1 

小島 崇宏 大阪Ａ＆Ｍ法

律事務所 

 法律に関する識

見を有する者 

有・無 1 

大磯 義一郎 浜松医科大学  法律に関する識

見を有する者 

有・無 1 

左右田 泰丈 曹洞宗 瑞生

寺 

 医療を受ける者 有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 
 

 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 
内部統制システム推進責任者（病院長）は、附属病院の業務における内部統制システム（法令等に
適合するための体制及びその他業務の適正を確保するための体制）の整備及び運用を推進するととも
に、その整備及び運用状況について、内部統制担当役員等に定期的に報告を行うものとしており、内
部統制担当役員等は、内部統制上の重大な問題を発見し、又は報告を受けたときは、速やかに適切な
対処を行うとともに、内部統制最高管理責任者（学長）及び内部統制統括管理責任者（理事（企画・
評価担当））に報告し、併せて再発防止措置を講ずるものとしている。また、内部統制統括管理責任
者から内部統制システムの運用状況が、定期的に役員会に報告され、内部統制システムの整備と継続
的な見直しが行われている。 
 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
大学ホームページにおいて公表 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 
 

 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
国立大学法人法に基づき、大学法人の経営に関する重要事項を審議する機関として経営 
協議会を置いている。当協議会は、外部有識者の諮問会議の性質を有するもので、大学法人 
経営の大きなウエイトを占める附属病院の管理運営に関しても意見・助言等を受けている。 

 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年４回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年４回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
規程は公表していないが、運営の透明性を担保するため、協議会の開催状況、審議内容、 
議事録等を大学ホームページで公開している。 

 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：国立大学法人浜松医科大学経営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

今野 弘之 学長 〇 有・無 

渡邉 裕司 理事（教育・研究担当）  有・無 

須田 隆文 理事（企画・評価担当）  有・無 

河本 雅弘 理事（財務担当）  有・無 

斉藤 薫 理事（経営担当）  有・無 

松山 幸弘 副学長（病院担当）  有・無 

岡部 比呂男 公益財団法人浜松交響楽団 顧問  有・無 

加陽 直実 一般社団法人静岡県医師会 会長  有・無 

布村 幸彦 元 文部科学省高等教育局長  有・無 

星長 清隆 学校法人藤田学園 理事長  有・無 

正木 治恵 千葉大学大学院看護学研究院 副学長  有・無 

御室 健一郎 浜松いわた信用金庫 会長  有・無 

毛利 博 公益社団法人静岡県病院協会 会長  有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 
 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

大学のホームページ、医療安全委員会、医療安全管理マニュアル、医療安全ポケットマニュアル、 

病院ポータルサイト等において周知している。 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

（１）広報誌による情報発信 

    ①病院案内（年1回発行） 

   ②「はんだ山の風」（年4回発行） 

    

（２）市民公開講座等による情報発信 

① 浜松医科大学主催「公開講座」  

② 浜松医科大学主催 地域貢献事業「市民公開講座」 

③ 静岡肝疾患診療連携拠点病院主催で「市民公開講座」(年3回)を実施している。 

④ 静岡県アレルギー疾患医療拠点病院主催で「市民公開講座」(年1回)を実施している。 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

(1)緩和ケアチーム、褥瘡対策チーム、呼吸ケアサポートチーム、精神科リエゾンチーム、 

栄養サポートチームによるチーム医療を提供している。 

(2)感染対策室、医療安全管理室、医療福祉支援センター（がん相談、肝疾患相談、難病相談、 

退院支援）等多職種が参加した診療・ケアを実施している。 

 

 

 


